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透析 かゆみフローチャート

かゆみ評価
経過2週間観察

かゆみ評価
経過2週間～1ヶ月観察

かゆみ評価
経過1～3ヶ月観察

・局 所 → シャント肢など）
・広範囲 → 全身、下肢、背中、腹など手のひら２枚分以上

・抗ヒスタミン剤内服投与
アレナピオン錠20mg分１夕食後、アレグラ錠60mg分１夕食後
クラリチン10mg１錠隔日夕食後、アレロック5mg１錠分2朝食後vds（慎重投与）

・保湿剤（プロペトベース基本、ヒルドイドで保湿追加、角化時ウレパール）
・痒止め（レメプラ、オイラックスクリーム） 掻き傷ある場合は使用しない
・皮疹の程度によりステロイド外用剤の併用

かゆみ評価
経過１～2週間観察

・皮膚科受診し他の皮膚疾患否定
・レミッチ１cap夕食後もしくはvds（不眠の場合は朝、透析は服用後 8時間後）
・抗ヒスタミン剤の投与継続の可否を検討

・レミッチ増量 → 2cap分１夕食後もしくはvds

・原因の見直し → 痒みが2～3ヶ月改善しなければ皮膚科受診
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